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1. はじめに 

 北海道大学工学部環境社会工学科資源循環システムコースでは，教育内容・方法等を継続

的に改善していくことを目的として，2002 年（平成 14 年）8 月に教育システム改善委員会

を設置した．本委員会は，学生・社会人を対象としたアンケートを通して，本コースの教育

に対する学生・卒業生の評価・意見・要望等を受け付け，これを集計・分析してコース会議

に報告することを活動の骨子としている． 

 ここでは，本コース学生を対象に 2022 年 3 月(令和 3 年度末)～2022 年 4 月（令和 4 年度

初め）に渡って実施した各種アンケートの回答を集計した結果を，「別紙１」のとおり報告

する． 

 

2. アンケートの実施方法と書式 

令和 3 年度の卒業生及び令和 3 年度の新 3・4 年生を対象としたアンケートは，別紙 1 に示

す書式（Google Foam を用いたウェブアンケート方式）を用いて下記の要領で実施した． 

 

アンケート実施要領 

対 象 実施時期 備  考 

令和 4 年度 

新 3 年生 

（以降，単に

新 3 年生） 

2022 年 

4 月 18 日 
3 年生ガイダンスにて 

す べ て の ア ン ケ ー ト を

Google Form を用いて回答． 

令和 4 年度 

新 4 年生 

（以降，単に

新 4 年生） 

2022 年 

4 月 13 日 
4 年生ガイダンス 

令和 3 年度 

卒業生 

（以降，単に

卒業生） 

2022 年 

3 月中 
各研究室 



3. 集計・分析結果 

 別紙 1 に各学年のアンケート集計結果を示す．以下では，教育システム改善委員会が行っ

た分析結果を設問毎にまとめて示す．今回実施のアンケートの回答率は新 3 年生が 31 名/35

名（88.5%），新 4 年生が 31 名/38 名（81.5%），卒業生が 37 名/39 名（105.4%*）であった． 

*重複回答あり．同一回答者の特定は出来ないため、そのまま集計． 

 

 設問１－（２）では「進路希望」について問うており，進路の決定していた卒業生を除き，

新 3 年生は 23 名/31 名（74%），新 4 年生は 23 名/31 名（74%）の学生が大学院進学希望し

ている結果となった．例年と比べて, 3,4 年生ともに進学希望率はほぼ同程度となった．ま

た、4 年生には真面目に回答していない学生も見られる．進学・就職希望者を正しく把握す

るためには設問を選択性にした上で、追加で自由回答欄を作るなどの対応が考えられる． 

  

設問２－（２）では「コースの評価水準や講義の専門性、教育ポリシーが社会要請に適合

しているか」について問うており、3 年生から 1 件否定的な意見が寄せられている． 

 

設問３－(５) は，現在のカリキュラムにはないが，必要であろうと考えられる科目や学

習内容について問うており，「金融学」，「経済学」，「英語（英会話）」，「税金関係」，「資源分

野の実習系の授業（資源分野の仕事のイメージが持てないため）」，「岩石鉱物学」，「コンピ

ューティング演習の発展的講義」，「研究室についての詳しい紹介」などの意見が寄せられて

いた． 

 

設問３－(６)は，現行の教育カリキュラムにおいて「すばらしかった科目」について問う

ており，目安として 4 件以上の評価があった科目に着目すると，新 3 年生については，件数

の多い順から「応用数学Ⅱ」（7 件），「熱力学演習」（4 件），「資源循環システム実験 I」（4

件），新 4 年生については，「コンピューティング演習」（5 件），「流体力学演習」（5 件），卒

業生については，「卒業論文」（9 件），という結果となった．今回のアンケート結果も，前

回 2021 年秋実施のアンケートと同様，コロナ禍における講義実施体制下における評価結果

となっているが、講義の実施形式（オンライン・オンデマンドなど）に関するコメントはな

かった．個別のコメントとしては，「懇切丁寧にわかりやすく授業をしていただいたのがす

ばらしかった」，「班で協力して実験するのが楽しかった」，「一回の授業ごとに負担が少ない

のに、最終的にしっかりと知識が身についていたことがすばらしかった．」，「解説がわかり

やすく、講義の時間中に演習の時間を確保されていたこと．」，「課題に取り組みやすい環境

を用意してくれた」，「指導教員が丁寧に論文の添削や指導を行ってくれた．」，「プレゼン能

力や論理的思考が培われたと思う．」といったものがあった．  

 

 設問３－(７)は，現行の教育カリキュラムにおいて「内容に問題のある科目」について問

うたものである．目安として 4 件以上の評価があった科目に着目すると，新 3 年生から「エ



ネルギー工学概論」が挙げられた．本設問に関しては，これまで同一科目に 4 件以上の指摘

が継続的に出された場合，個別の対応策を講じてきている．なお，個別のコメントとしては，

「オンラインだったので仕方がないが、オンデマンドとズームが併用されていたのが週に

よって忘れてしまうことがあり残念だった．どちらかに統一していただけるとありがたか

った」，「成績評価基準が不明で、また、表示されている提出期限内に提出しても提出期限外

と判定される機会が多々あった．」，「オンラインであるため一方的な情報しかなかった」と

いったコメントが挙げられた．  

 

設問３－(８)は，「成績評価に問題がある科目」について問うたものである．今回の指摘件

数は 4 件と少数であった．   

 

 設問３－(９)は，カリキュラムに対する自由意見であるが，「土の力学はあまりにもわか

りにくいのでなんとかしてほしい」，「英語もっとやりましょう．研究室入って全く喋れなく

て困りました」，「もっと多くてもいいのではないか」という回答があった．  

 

 設問３－(１０)は教職科目等の他コースの科目で受講しにくいものがあるかについて問

うために今季から追加した設問である．新 3 年生から、「学芸員資格取得のための科目の、

生涯学習論が必修科目と被っていて受けられませんでした*」，「3 年で応用数学 I の再履が

できないのがつらいです」といった意見が寄せられた． 

*2021 年度 2 学期の金曜 2 限で、技術英語と重なったと考えられる． 

 

設問４－(１)では，教育システムの改善に皆さんの声を生かすためにアンケート以外の良

いアイデアが無いかを問うている． 個別のコメントとして，「今のままで良いと思います」

という意見に加えて，3 年生からは「教室を広くしてもらいたい．距離をとるなど不可能な

教室での授業は不適切だと思う」，「広い教室にでないところにはモニターをつけるといい

と思います」，「どの授業もオンラインと対面が選べるようにしてほしい．冬に雪のせいでど

うしても学校に行きにくいときにも対面で学校に行かなければならないとなると、体力面、

精神面で辛いから」という意見が寄せられた． 

 

設問４－(２) では，コース全般に対する自由意見を募っている．個別のコメントとして

は，「もっと教授と関われる機会を増やしてほしい」，「コース名における「システム」の意

味がよくわからなかった」，「ガイダンスを忘れるなんて論外．そもそもメールで伝えないな

んてもっての外」，「時間を守らない教員が多い」 といったコメントが寄せられた．  

 

以上 



１．まず，あなた自身についてお聞かせください。

２．　学習・教育目標について

次の「学習・教育目標」について，下記(１)～(５)の質問にお答えください。回答
は回答欄の「はい」「いいえ」いずれか一方を選んでください。「いいえ」を選
んだ方は，その理由を記入してください。

教育システム改善のためのアンケート
（令和4年度3年生）1学期
資源循環システムコース　コース長

川﨑　了


学生の皆さんにより良い教育サービスを提供する…これが大学の使命です。

このためには，教育の目標や内容・方法について吟味し，その改善のための努力をたゆむこ
となく続けていく必要があります。そして，この努力を実のあるものとするためには，サー
ビスの受益者たる学生・卒業生の皆さんの意見を知ることが不可欠です。


以上のような考えから，北海道大学工学部 資源循環システムコースでは，教育システム改善
委員会を設置し，学生・卒業生の皆さんを対象としたアンケートを定期的に実施して，その
声を教育システムの改善のために反映させていくことと致しました。多少骨の折れるアンケ
ートだとは思いますが，皆さん自身あるいは後輩たちのことを考えて，ご協力下さい。


それでは，以下の質問に対してお答えください。


spgn6b59@gmail.com （共有なし） アカウントを切り替える

(１) あなたはどのような進路を考えていますか？例えば，「大学院進学」，「環
境関連の研究者」，「建設業界」などのように記入してください。

回答を入力

https://accounts.google.com/AccountChooser?continue=https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSd36ql3m_GZ0LduN_cO1GKvzj-Jc9S-PmnQZCkK0wQgn31gYg/viewform?usp%3Dsend_form&service=wise
Kikuchi
テキストボックス
別紙１



はい

いいえ

はい

いいえ

(１) 本コースの特徴（とあなたが考えるもの）が十分に反映されていますか？

(１)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力

(２) 評価水準や講義の専門性・幅の広さ，教育ポリシーなどは社会の要請（とあ
なたが考えるもの）に対してほぼ適合していますか？

(２)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力



はい

いいえ

はい

いいえ

３．　カリキュラムについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(１)～(４)の質問に対する回答は該当すると考える場合、チェックボックスにチェ
ックを入力してください。受講されていない科目もあるかと思いますが，(２)～
(４)の質問に関しては一般的な見地から可能な限りお答えください。

(３) 本コースの学生の資質（知識レベルなど）に対して適切に設定されています
か？

(３)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力

(４) 本コースの卒業生の進路（学生の方は希望進路）に照らし合わせて適切に設
定されていますか？

(４)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力

(５) その他，「学習・教育目標」に関してご意見があれば自由に述べてくださ
い。

回答を入力



（１）受講した
ことのある科目

（２）現在ある
いは将来，あな
たの専門・仕事
に直接役立つと
考えられる科目

（３）専門を問
わず，技術者・
研究者・社会人
の一般的素養と
して必要だと考
えられる科目

（４）必ずしも
必要とはいえな
いが選択肢とし
て受講できるよ
うにしておくこ
とは妥当だと思
える科目

応用数学Ⅰ

応用数学演習Ⅰ

（基礎）図形科
学

地球科学

弾性体の力学

熱力学

計測工学

建設材料

資源循環デザイ
ン

生物工学概論

情報エレクトロ
ニクス概論

流体力学

土の力学Ⅱ

物理化学演習

建築都市学概論

資源循環システ
ム実験Ⅱ

粉体工学

インターンシッ
プ

応用数学Ⅰ

応用数学演習Ⅰ

（基礎）図形科
学

地球科学

弾性体の力学

熱力学

計測工学

建設材料

資源循環デザイ
ン

生物工学概論

情報エレクトロ
ニクス概論

流体力学

土の力学Ⅱ

物理化学演習

建築都市学概論

資源循環システ
ム実験Ⅱ

粉体工学

インターンシッ
プ



岩盤工学

環境化学

資源化学Ⅱ

資源循環システ
ムⅡ

廃棄物処理工学

気象学

機械工学概論

コンストラクシ
ョンマネジメン
ト

現代物理学概論

材料工学概論

構造力学Ⅰ

応用地質学

熱力学演習

資源循環システ
ム実験Ⅰ

資源循環システ
ムⅠ

資源化学Ⅰ

エネルギー工学
概論

応用数学Ⅱ

物理化学

土の力学Ⅰ

コンピューティ
ング演習

流体力学演習

岩盤工学

環境化学

資源化学Ⅱ

資源循環システ
ムⅡ

廃棄物処理工学

気象学

機械工学概論

コンストラクシ
ョンマネジメン
ト

現代物理学概論

材料工学概論

構造力学Ⅰ

応用地質学

熱力学演習

資源循環システ
ム実験Ⅰ

資源循環システ
ムⅠ

資源化学Ⅰ

エネルギー工学
概論

応用数学Ⅱ

物理化学

土の力学Ⅰ

コンピューティ
ング演習

流体力学演習



地殻システム工
学

微生物工学

地下水工学

火薬および爆破
工学

資源循環システ
ム実験Ⅲ

技術英語

環境物理

数値計算法

環境工学概論

生体工学概論

職業指導

現代化学概論

卒業論文

水環境保全工学

大気保全工学

地殻システム工
学

微生物工学

地下水工学

火薬および爆破
工学

資源循環システ
ム実験Ⅲ

技術英語

環境物理

数値計算法

環境工学概論

生体工学概論

職業指導

現代化学概論

卒業論文

水環境保全工学

大気保全工学

(５) 現在のカリキュラムにはないが，必要であろうと考えられる科目や学習内容
（「こんなことを勉強したい」「世の中に出たときに役に立つのに，なぜないの
か」というようなもの）があれば記入してください。一般的な見地から可能な限
りお答えください。

回答を入力



下記(６)～(10)の質問にお答えください。受講されていない科目もあるかと思いま
すが，(６)～(８)の質問に関しては，次ページの表にある昨年度後期(１０～３月)

に受講したもののみ回答してください。「科目番号」とは，次ページのカリキュ
ラム表内に記載されている番号です。

(６) 授業の内容・方法等がすばらしかった科目があれば，「科目番号」を記入し
て「どのようにすばらしかったのか」をできるだけ具体的に述べてください。

回答を入力

(７) 授業の内容・方法等に問題を感じた科目があれば，「科目番号」を記入して
「どんな問題があったのか」をできるだけ具体的に述べてください。また，「問
題の解決法・改善策」について意見のある方は，これについても述べてくださ
い。

回答を入力



４．　最後の質問です。

ご協力ありがとうございました。

Google フォームでパスワードを送信しないでください。

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。 不正行為の報告 - 利用規約 - プライバシー
ポリシー

(８) 成績の評価に疑問を感じた科目があれば，「科目番号」を記入し，「その理
由」をできるだけ具体的に述べてください。

回答を入力

(９) その他，「カリキュラム」に関してご意見があれば自由に述べてください。

回答を入力

(10) 今年度の資源コースの時間割との兼ね合いで、教職科目等の他コースの科目
で受講が難しかったもの/不都合を感じたものがあれば、具体的な情報を伝えてく
ださい。

回答を入力

(１) 本コースでは，教育システムの改善に皆さんの声を生かすために，このアン
ケートを行っています。この他に，何かよいアイデアがあれば述べてください。

回答を入力

(２) その他，コース全般に対するご意見等（例えば，「コース名を＠＠＠に変更
したほうがいいのでは」等）があれば自由に述べてください。

回答を入力

送信 フォームをクリア

 フォーム

https://docs.google.com/forms/u/0/d/e/1FAIpQLSd36ql3m_GZ0LduN_cO1GKvzj-Jc9S-PmnQZCkK0wQgn31gYg/reportabuse?source=https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSd36ql3m_GZ0LduN_cO1GKvzj-Jc9S-PmnQZCkK0wQgn31gYg/viewform?usp%3Dsend_form
https://policies.google.com/terms
https://policies.google.com/privacy
https://www.google.com/forms/about/?utm_source=product&utm_medium=forms_logo&utm_campaign=forms




１．まず，あなた自身についてお聞かせください。

２．　学習・教育目標について

次の「学習・教育目標」について，下記(１)～(５)の質問にお答えください。回答
は回答欄の「はい」「いいえ」いずれか一方を選んでください。「いいえ」を選
んだ方は，その理由を記入してください。

教育システム改善のためのアンケート
（令和4年度4年生）1学期
資源循環システムコース　コース長

川﨑　了


学生の皆さんにより良い教育サービスを提供する…これが大学の使命です。

このためには，教育の目標や内容・方法について吟味し，その改善のための努力をたゆむこ
となく続けていく必要があります。そして，この努力を実のあるものとするためには，サー
ビスの受益者たる学生・卒業生の皆さんの意見を知ることが不可欠です。


以上のような考えから，北海道大学工学部 資源循環システムコースでは，教育システム改善
委員会を設置し，学生・卒業生の皆さんを対象としたアンケートを定期的に実施して，その
声を教育システムの改善のために反映させていくことと致しました。多少骨の折れるアンケ
ートだとは思いますが，皆さん自身あるいは後輩たちのことを考えて，ご協力下さい。


それでは，以下の質問に対してお答えください。


spgn6b59@gmail.com （共有なし） アカウントを切り替える

(１) 所属研究室を選んでください。

選択

(２) あなたはどのような進路を考えていますか？例えば，「大学院進学」，「環
境関連の研究者」，「建設業界」などのように記入してください。

回答を入力

https://accounts.google.com/AccountChooser?continue=https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdYzC6FVhYTGtnQ3yuz6nRmsEgRmrUV4PJZRZXjuRLHsN1LeA/viewform?usp%3Dsend_form&service=wise


はい

いいえ

はい

いいえ

(１) 本コースの特徴（とあなたが考えるもの）が十分に反映されていますか？

(１)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力

(２) 評価水準や講義の専門性・幅の広さ，教育ポリシーなどは社会の要請（とあ
なたが考えるもの）に対してほぼ適合していますか？

(２)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力



はい

いいえ

はい

いいえ

３．　カリキュラムについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(１)～(４)の質問に対する回答は該当すると考える場合、チェックボックスにチェ
ックを入力してください。受講されていない科目もあるかと思いますが，(２)～
(４)の質問に関しては一般的な見地から可能な限りお答えください。

(３) 本コースの学生の資質（知識レベルなど）に対して適切に設定されています
か？

(３)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力

(４) 本コースの卒業生の進路（学生の方は希望進路）に照らし合わせて適切に設
定されていますか？

(４)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力

(５) その他，「学習・教育目標」に関してご意見があれば自由に述べてくださ
い。

回答を入力



（１）受講した
ことのある科目

（２）現在ある
いは将来，あな
たの専門・仕事
に直接役立つと
考えられる科目

（３）専門を問
わず，技術者・
研究者・社会人
の一般的素養と
して必要だと考
えられる科目

（４）必ずしも
必要とはいえな
いが選択肢とし
て受講できるよ
うにしておくこ
とは妥当だと思
える科目

応用数学Ⅰ

応用数学演習Ⅰ

（基礎）図形科
学

地球科学

弾性体の力学

熱力学

計測工学

建設材料

資源循環デザイ
ン

生物工学概論

情報エレクトロ
ニクス概論

流体力学

土の力学Ⅱ

物理化学演習

建築都市学概論

資源循環システ
ム実験Ⅱ

粉体工学

インターンシッ
プ

応用数学Ⅰ

応用数学演習Ⅰ

（基礎）図形科
学

地球科学

弾性体の力学

熱力学

計測工学

建設材料

資源循環デザイ
ン

生物工学概論

情報エレクトロ
ニクス概論

流体力学

土の力学Ⅱ

物理化学演習

建築都市学概論

資源循環システ
ム実験Ⅱ

粉体工学

インターンシッ
プ



岩盤工学

環境化学

資源化学Ⅱ

資源循環システ
ムⅡ

廃棄物処理工学

気象学

機械工学概論

コンストラクシ
ョンマネジメン
ト

現代物理学概論

材料工学概論

構造力学Ⅰ

応用地質学

熱力学演習

資源循環システ
ム実験Ⅰ

資源循環システ
ムⅠ

資源化学Ⅰ

エネルギー工学
概論

応用数学Ⅱ

物理化学

土の力学Ⅰ

コンピューティ
ング演習

流体力学演習

岩盤工学

環境化学

資源化学Ⅱ

資源循環システ
ムⅡ

廃棄物処理工学

気象学

機械工学概論

コンストラクシ
ョンマネジメン
ト

現代物理学概論

材料工学概論

構造力学Ⅰ

応用地質学

熱力学演習

資源循環システ
ム実験Ⅰ

資源循環システ
ムⅠ

資源化学Ⅰ

エネルギー工学
概論

応用数学Ⅱ

物理化学

土の力学Ⅰ

コンピューティ
ング演習

流体力学演習



地殻システム工
学

微生物工学

地下水工学

火薬および爆破
工学

資源循環システ
ム実験Ⅲ

技術英語

環境物理

数値計算法

環境工学概論

生体工学概論

職業指導

現代化学概論

卒業論文

水環境保全工学

大気保全工学

地殻システム工
学

微生物工学

地下水工学

火薬および爆破
工学

資源循環システ
ム実験Ⅲ

技術英語

環境物理

数値計算法

環境工学概論

生体工学概論

職業指導

現代化学概論

卒業論文

水環境保全工学

大気保全工学

(５) 現在のカリキュラムにはないが，必要であろうと考えられる科目や学習内容
（「こんなことを勉強したい」「世の中に出たときに役に立つのに，なぜないの
か」というようなもの）があれば記入してください。一般的な見地から可能な限
りお答えください。

回答を入力



下記(６)～(10)の質問にお答えください。受講されていない科目もあるかと思いま
すが，(６)～(８)の質問に関しては，次ページの表にある昨年度後期(１０～３月)

に受講したもののみ回答してください。「科目番号」とは，次ページのカリキュ
ラム表内に記載されている番号です。

＜カリキュラム表＞

(６) 授業の内容・方法等がすばらしかった科目があれば，「科目番号」を記入し
て「どのようにすばらしかったのか」をできるだけ具体的に述べてください。

回答を入力

(７) 授業の内容・方法等に問題を感じた科目があれば，「科目番号」を記入して
「どんな問題があったのか」をできるだけ具体的に述べてください。また，「問
題の解決法・改善策」について意見のある方は，これについても述べてくださ
い。

回答を入力



４．　最後の質問です。

ご協力ありがとうございました。

Google フォームでパスワードを送信しないでください。

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。 不正行為の報告 - 利用規約 - プライバシー
ポリシー

(８) 成績の評価に疑問を感じた科目があれば，「科目番号」を記入し，「その理
由」をできるだけ具体的に述べてください。

回答を入力

(９) その他，「カリキュラム」に関してご意見があれば自由に述べてください。

回答を入力

(10) 今年度の資源コースの時間割との兼ね合いで、教職科目等の他コースの科目
で受講が難しかったもの/不都合を感じたものがあれば、具体的な情報を伝えてく
ださい。

回答を入力

(１) 本コースでは，教育システムの改善に皆さんの声を生かすために，このアン
ケートを行っています。この他に，何かよいアイデアがあれば述べてください。

回答を入力

(２) その他，コース全般に対するご意見等（例えば，「コース名を＠＠＠に変更
したほうがいいのでは」等）があれば自由に述べてください。

回答を入力

 フォーム

https://docs.google.com/forms/u/0/d/e/1FAIpQLSdYzC6FVhYTGtnQ3yuz6nRmsEgRmrUV4PJZRZXjuRLHsN1LeA/reportabuse?source=https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdYzC6FVhYTGtnQ3yuz6nRmsEgRmrUV4PJZRZXjuRLHsN1LeA/viewform?usp%3Dsend_form
https://policies.google.com/terms
https://policies.google.com/privacy
https://www.google.com/forms/about/?utm_source=product&utm_medium=forms_logo&utm_campaign=forms




１．まず，あなた自身についてお聞かせください。

２．　学習・教育目標について次の「学習・教育目標」について，下記(１)～(５)

の質問にお答えください。回答は回答欄の「はい」「いいえ」いずれか一方を選
んでください。「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

教育システム改善のためのアンケート
（令和3年度4年生）
資源循環システムコース　コース長

藤井　義明

学生の皆さんにより良い教育サービスを提供する…これが大学の使命です。

このためには，教育の目標や内容・方法について吟味し，その改善のための努力をたゆむこ
となく続けていく必要があります。そして，この努力を実のあるものとするためには，サー
ビスの受益者たる学生・卒業生の皆さんの意見を知ることが不可欠です。


以上のような考えから，北海道大学工学部 資源循環システムコースでは，教育システム改善
委員会を設置し，学生・卒業生の皆さんを対象としたアンケートを定期的に実施して，その
声を教育システムの改善のために反映させていくことと致しました。多少骨の折れるアンケ
ートだとは思いますが，皆さん自身あるいは後輩たちのことを考えて，ご協力下さい。


それでは，以下の質問に対してお答えください。


spgn6b59@gmail.com （共有なし） アカウントを切り替える

(１) 所属研究室を選んでください。

選択

(２) あなた（学部学生，大学院生）はどのような進路を考えていますか？あなた
（社会人）はどのようなお仕事に就かれていますか？例えば，「大学院進学」，
「環境関連の研究者」，「建設業界」などのように記入してください。

回答を入力

https://accounts.google.com/AccountChooser?continue=https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSetLqTv3uAt0xoDXqDkDaVtWro8D2QX90jPt9KSW42Fbd4xkw/viewform?usp%3Dsend_form&service=wise


はい

いいえ

はい

いいえ

(１) 本コースの特徴（とあなたが考えるもの）が十分に反映されていますか？

(１)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力

(２) 評価水準や講義の専門性・幅の広さ，教育ポリシーなどは社会の要請（とあ
なたが考えるもの）に対してほぼ適合していますか？

(２)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力



はい

いいえ

はい

いいえ

３．　カリキュラムについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(１)～(４)の質問に対する回答は該当すると考える場合、チェックボックスにチェ
ックを入力してください。受講されていない科目もあるかと思いますが，(２)～
(４)の質問に関しては一般的な見地から可能な限りお答えください。

(３) 本コースの学生の資質（知識レベルなど）に対して適切に設定されています
か？

(３)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力

(４) 本コースの卒業生の進路（学生の方は希望進路）に照らし合わせて適切に設
定されていますか？

(４)で「いいえ」を選んだ方は，その理由を記入してください。

回答を入力

(５) その他，「学習・教育目標」に関してご意見があれば自由に述べてくださ
い。

回答を入力



（１）受講した
ことのある科目

（２）現在ある
いは将来，あな
たの専門・仕事
に直接役立つと
考えられる科目

（３）専門を問
わず，技術者・
研究者・社会人
の一般的素養と
して必要だと考
えられる科目

（４）必ずしも
必要とはいえな
いが選択肢とし
て受講できるよ
うにしておくこ
とは妥当だと思
える科目

応用数学Ⅰ

応用数学演習Ⅰ

（基礎）図形科
学

地球科学

弾性体の力学

熱力学

計測工学

建設材料

資源循環デザイ
ン

生物工学概論

情報エレクトロ
ニクス概論

流体力学

土の力学Ⅱ

物理化学演習

建築都市学概論

資源循環システ
ム実験Ⅱ

粉体工学

インターンシッ
プ

応用数学Ⅰ

応用数学演習Ⅰ

（基礎）図形科
学

地球科学

弾性体の力学

熱力学

計測工学

建設材料

資源循環デザイ
ン

生物工学概論

情報エレクトロ
ニクス概論

流体力学

土の力学Ⅱ

物理化学演習

建築都市学概論

資源循環システ
ム実験Ⅱ

粉体工学

インターンシッ
プ



岩盤工学

環境化学

資源化学Ⅱ

資源循環システ
ムⅡ

廃棄物処理工学

気象学

機械工学概論

コンストラクシ
ョンマネジメン
ト

現代物理学概論

材料工学概論

構造力学Ⅰ

応用地質学

熱力学演習

資源循環システ
ム実験Ⅰ

資源循環システ
ムⅠ

資源化学Ⅰ

エネルギー工学
概論

応用数学Ⅱ

物理化学

土の力学Ⅰ

コンピューティ
ング演習

流体力学演習

岩盤工学

環境化学

資源化学Ⅱ

資源循環システ
ムⅡ

廃棄物処理工学

気象学

機械工学概論

コンストラクシ
ョンマネジメン
ト

現代物理学概論

材料工学概論

構造力学Ⅰ

応用地質学

熱力学演習

資源循環システ
ム実験Ⅰ

資源循環システ
ムⅠ

資源化学Ⅰ

エネルギー工学
概論

応用数学Ⅱ

物理化学

土の力学Ⅰ

コンピューティ
ング演習

流体力学演習



地殻システム工
学

微生物工学

地下水工学

火薬および爆破
工学

資源循環システ
ム実験Ⅲ

技術英語

環境物理

数値計算法

環境工学概論

生体工学概論

職業指導

現代化学概論

卒業論文

水環境保全工学

大気保全工学

地殻システム工
学

微生物工学

地下水工学

火薬および爆破
工学

資源循環システ
ム実験Ⅲ

技術英語

環境物理

数値計算法

環境工学概論

生体工学概論

職業指導

現代化学概論

卒業論文

水環境保全工学

大気保全工学

(５) 現在のカリキュラムにはないが，必要であろうと考えられる科目や学習内容
（「こんなことを勉強したい」「世の中に出たときに役に立つのに，なぜないの
か」というようなもの）があれば記入してください。一般的な見地から可能な限
りお答えください。

回答を入力



下記(６)～(９)の質問にお答えください。受講されていない科目もあるかと思いま
すが，(６)～(８)の質問に関しては，次ページの表にある今年度後期(１０～３月)

に受講したもののみ回答してください。「科目番号」とは，次ページのカリキュ
ラム表内に記載されている番号です。

カリキュラム表

(６) 授業の内容・方法等がすばらしかった科目があれば，「科目番号」を記入し
て「どのようにすばらしかったのか」をできるだけ具体的に述べてください。

回答を入力

(７) 授業の内容・方法等に問題を感じた科目があれば，「科目番号」を記入して
「どんな問題があったのか」をできるだけ具体的に述べてください。また，「問
題の解決法・改善策」について意見のある方は，これについても述べてくださ
い。

回答を入力

(８) 成績の評価に疑問を感じた科目があれば，「科目番号」を記入し，「その理
由」をできるだけ具体的に述べてください。

回答を入力



４．　最後の質問です。

ご協力ありがとうございました。

Google フォームでパスワードを送信しないでください。

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。 不正行為の報告 - 利用規約 - プライバシー
ポリシー

(９) その他，「カリキュラム」に関してご意見があれば自由に述べてください。

回答を入力

(10) 今年度の資源コースの時間割との兼ね合いで、教職科目等の他コースの科目
で受講が難しかったもの/不都合を感じたものがあれば、具体的な情報を伝えてく
ださい。

回答を入力

(１) 本コースでは，教育システムの改善に皆さんの声を生かすために，このアン
ケートを行っています。この他に，何かよいアイデアがあれば述べてください。

回答を入力

(２) その他，コース全般に対するご意見等（例えば，「コース名を＠＠＠に変更
したほうがいいのでは」等）があれば自由に述べてください。

回答を入力

 フォーム

https://docs.google.com/forms/u/0/d/e/1FAIpQLSetLqTv3uAt0xoDXqDkDaVtWro8D2QX90jPt9KSW42Fbd4xkw/reportabuse?source=https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSetLqTv3uAt0xoDXqDkDaVtWro8D2QX90jPt9KSW42Fbd4xkw/viewform?usp%3Dsend_form
https://policies.google.com/terms
https://policies.google.com/privacy
https://www.google.com/forms/about/?utm_source=product&utm_medium=forms_logo&utm_campaign=forms


実施日：令和4年4月15日

対象数 35名 回答数 31名 回答率 88.5%

１－（２）

回答数

23

7

1

大学院進学には、進学後海外勤務、進学後資源系商社、進学後鉱山会社の回答含む

２－（１）

はい いいえ 無回答

回答数 31 －

２－（２）

はい いいえ 無回答

回答数 30 1

いいえの理由

２－（３）

はい いいえ 無回答

回答数 31 －

２－（４）

はい いいえ 無回答

回答数 31 －

２－（５）

良い環境が揃っていると思います。

色々な意見があってもいいと思うが、一般教養の指針から外れた
内容を一授業を通して話されることがあり、それは少しどうかと思
う。

就職（7名）の詳細

花火業界

（職種等記入なし）

会社員

資源系業界

環境関連の知識や技術者の知識
を用いて商社などに就職したい

教育システム改善のためのアンケート（令和4年度3年生アンケート）

大学院進学

内　　　容

未定

就職



３－（１）～（４）

（１） （２） （３） （４）

1 応用数学Ⅰ 2 必修 ２・Ⅰ 講義 31 10 13 5

2 応用数学演習Ⅰ 1 必修 ２・Ⅰ 演習 31 10 13 4

3 基礎図形科学 2 選択 ２・Ⅰ 講義 24 8 4 8

4 地球科学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 31 16 9 3

5 弾性体の力学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 31 11 9 5

6 熱力学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 31 13 12 3

7 計測工学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 31 15 8 3

8 建設材料 2 選択 ２・Ⅰ 講義 25 9 5 10

9 資源循環デザイン 1 必修 ２・Ⅰ 演習 31 16 9 2

10 生物工学概論 2 選択 ２・Ⅰ 講義 27 8 6 11

11 情報エレクトロニクス概論 2 選択 ２・Ⅰ 講義 25 8 6 8

12 流体力学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 7 12 2 5

13 土の力学Ⅱ 2 選択 ３・Ⅰ 講義 2 8 4 8

14 物理化学演習 1 必修 ３・Ⅰ 演習 8 12 6 3

15 建築都市学概論 2 選択 ３・Ⅰ 講義 16 6 3 9

16 資源循環システム実験II 1 必修 ３・Ⅰ 実験 15 13 7 2

17 粉体工学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 15 13 6 4

18 インターンシップ 1 選択 ３・Ⅰ 実習 1 16 2 3

19 岩盤工学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 14 11 6 4

20 環境化学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 17 12 7 4

21 資源化学II 2 選択 ３・Ⅰ 講義 13 9 7 3

22 資源循環システムII 1 選択 ３・Ⅰ 演習 2 14 3 1

23 廃棄物処理工学 2 選択 ４・Ⅰ 講義 0 10 4 6

24 気象学 2 選択 ４・Ⅰ 講義 0 10 2 9

25 機械工学概論 2 選択 ４・Ⅰ 講義 0 8 4 8

26 コンストラクションマネジメント 2 選択 ４・Ⅰ 講義 0 7 5 8

27 現代物理学概論 2 選択 ４・Ⅰ 講義 0 8 7 5

28 材料工学概論 2 選択 ４・Ⅰ 講義 1 7 5 7

29 構造力学Ⅰ 2 必修 ２・Ⅱ 講義 24 12 8 5

30 応用地質学 2 必修 ２・Ⅱ 講義 25 13 7 3

31 熱力学演習 1 必修 ２・Ⅱ 演習 26 13 9 3

32 資源循環システム実験Ⅰ 1 必修 ２・Ⅱ 実験 27 17 8 1

33 資源循環システムⅠ 2 必修 ２・Ⅱ 講義 26 15 9 2

34 資源化学Ⅰ 2 必修 ２・Ⅱ 講義 26 13 10 3

35 エネルギー工学概論 2 選択 ２・Ⅱ 講義 27 11 10 4

36 応用数学Ⅱ 2 選択 ２・Ⅱ 講義 20 12 7 5

37 物理化学 2 必修 ２・Ⅱ 講義 27 14 12 1

38 土の力学Ⅰ 2 選択 ２・Ⅱ 講義 24 7 3 12

39 コンピューティング演習 1 必修 ３・Ⅱ 演習 0 11 6 4

40 流体力学演習 1 必修 ３・Ⅱ 演習 0 12 4 4

41 地殻システム工学 2 必修 ３・Ⅱ 講義 0 11 4 5

42 微生物工学 2 選択 ３・Ⅱ 講義 0 11 6 4

43 地下水工学 2 必修 ３・Ⅱ 講義 0 12 4 5

44 火薬及び爆破工学 2 選択 ３・Ⅱ 講義 0 13 3 4

45 資源循環システム実験Ⅲ 1 必修 ３・Ⅱ 実験 0 14 4 2

46 技術英語 1 必修 ３・Ⅱ 演習 0 14 4 2

47 環境物理 2 選択 ３・Ⅱ 講義 0 13 4 3

48 数値計算法 2 必修 ３・Ⅱ 講義 0 10 5 6

49 環境工学概論 2 選択 ４・Ⅱ 講義 1 11 3 5

50 生体工学概論 2 選択 ４・Ⅱ 講義 2 7 3 8

51 職業指導 4 ４・Ⅱ 0 13 4 3

52 現代化学概論 2 選択 ４・Ⅱ 講義 0 10 4 6

53 卒業論文 8 必修 ４・Ⅱ 0 17 3 1

54 水環境保全工学 2 選択 ４・Ⅱ 講義 0 14 2 4

55 大気保全工学 2 選択 ４・Ⅱ 講義 0 12 3 4

回答数
科目番号・科目名 単位

必修･
選択

学期
講義･演習･
実験の別



実施日：令和4年4月13日～4月20日

対象数 38名 回答数 31名 回答率 81.5%

１－（２）

回答数

23

公務員/地方公務員 2

1

1

1

1

1

1

２－（１）

はい いいえ 無回答

回答数 30 －

２－（２）

はい いいえ 無回答

回答数 30 －

２－（３）

はい いいえ 無回答

回答数 30 －

２－（４）

はい いいえ 無回答

回答数 30 －

２－（５）

なし

教育システム改善のためのアンケート（令和4年度4年生アンケート）

大学院進学

内　　　容

未定

教職

建設業界

結婚

幸せな人生

世界征服



３－（１）～（４）

（１） （２） （３） （４）

1 応用数学Ⅰ 2 必修 ２・Ⅰ 講義 31 8 13 11

2 応用数学演習Ⅰ 1 必修 ２・Ⅰ 演習 31 7 11 11

3 基礎図形科学 2 選択 ２・Ⅰ 講義 28 6 3 14

4 地球科学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 31 10 7 11

5 弾性体の力学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 30 7 6 12

6 熱力学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 30 10 8 11

7 計測工学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 30 10 10 10

8 建設材料 2 選択 ２・Ⅰ 講義 26 6 5 12

9 資源循環デザイン 1 必修 ２・Ⅰ 演習 30 11 7 9

10 生物工学概論 2 選択 ２・Ⅰ 講義 28 4 6 11

11 情報エレクトロニクス概論 2 選択 ２・Ⅰ 講義 25 3 5 10

12 流体力学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 30 9 8 9

13 土の力学Ⅱ 2 選択 ３・Ⅰ 講義 27 7 6 10

14 物理化学演習 1 必修 ３・Ⅰ 演習 30 7 5 10

15 建築都市学概論 2 選択 ３・Ⅰ 講義 28 3 7 12

16 資源循環システム実験II 1 必修 ３・Ⅰ 実験 30 9 5 11

17 粉体工学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 30 9 4 11

18 インターンシップ 1 選択 ３・Ⅰ 実習 9 5 7 5

19 岩盤工学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 30 8 7 13

20 環境化学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 30 11 8 10

21 資源化学II 2 選択 ３・Ⅰ 講義 29 9 7 10

22 資源循環システムII 1 選択 ３・Ⅰ 演習 29 9 7 10

23 廃棄物処理工学 2 選択 ４・Ⅰ 講義 2 2 3 8

24 気象学 2 選択 ４・Ⅰ 講義 0 1 3 8

25 機械工学概論 2 選択 ４・Ⅰ 講義 5 1 6 7

26 コンストラクションマネジメント 2 選択 ４・Ⅰ 講義 12 4 4 6

27 現代物理学概論 2 選択 ４・Ⅰ 講義 7 1 4 7

28 材料工学概論 2 選択 ４・Ⅰ 講義 6 2 4 7

29 構造力学Ⅰ 2 必修 ２・Ⅱ 講義 28 5 5 13

30 応用地質学 2 必修 ２・Ⅱ 講義 27 8 7 10

31 熱力学演習 1 必修 ２・Ⅱ 演習 29 8 8 10

32 資源循環システム実験Ⅰ 1 必修 ２・Ⅱ 実験 30 8 6 10

33 資源循環システムⅠ 2 必修 ２・Ⅱ 講義 30 9 7 9

34 資源化学Ⅰ 2 必修 ２・Ⅱ 講義 29 5 6 11

35 エネルギー工学概論 2 選択 ２・Ⅱ 講義 28 6 8 9

36 応用数学Ⅱ 2 選択 ２・Ⅱ 講義 28 7 9 10

37 物理化学 2 必修 ２・Ⅱ 講義 29 7 6 8

38 土の力学Ⅰ 2 選択 ２・Ⅱ 講義 28 7 6 9

39 コンピューティング演習 1 必修 ３・Ⅱ 演習 30 10 10 11

40 流体力学演習 1 必修 ３・Ⅱ 演習 30 7 5 12

41 地殻システム工学 2 必修 ３・Ⅱ 講義 29 8 6 9

42 微生物工学 2 選択 ３・Ⅱ 講義 28 7 6 9

43 地下水工学 2 必修 ３・Ⅱ 講義 30 7 8 12

44 火薬及び爆破工学 2 選択 ３・Ⅱ 講義 27 4 5 12

45 資源循環システム実験Ⅲ 1 必修 ３・Ⅱ 実験 30 10 5 11

46 技術英語 1 必修 ３・Ⅱ 演習 30 7 11 8

47 環境物理 2 選択 ３・Ⅱ 講義 30 10 6 10

48 数値計算法 2 必修 ３・Ⅱ 講義 29 4 6 12

49 環境工学概論 2 選択 ４・Ⅱ 講義 7 1 3 8

50 生体工学概論 2 選択 ４・Ⅱ 講義 6 0 4 9

51 職業指導 4 ４・Ⅱ 0 2 3 7

52 現代化学概論 2 選択 ４・Ⅱ 講義 0 1 3 8

53 卒業論文 8 必修 ４・Ⅱ 3 6 3 5

54 水環境保全工学 2 選択 ４・Ⅱ 講義 0 2 3 7

55 大気保全工学 2 選択 ４・Ⅱ 講義 0 1 4 7

回答数
科目番号・科目名 単位

必修･
選択

学期
講義･演習･
実験の別



実施日：令和4年3月7日～4月4日

対象数 卒業生　37名 回答数 39名 回答率 105.4%

＊重複回答あり。どの回答が同一回答者によるものか判別できないためそのまま集計

１－（２）

回答数

26

3

２－（１）

はい いいえ 無回答

回答数 39 －

２－（２）

はい いいえ 無回答

回答数 39 －

２－（３）

はい いいえ 無回答

回答数 39 －

２－（４）

はい いいえ 無回答

回答数 39 －

２－（５）

なし

ファッション業界
就職（3名）の詳細

教育システム改善のためのアンケート（令和3年度卒業生アンケート）

大学院進学

内　　　容

就　職

IT



３－（１）～（４）

（１） （２） （３） （４）

1 応用数学Ⅰ 2 必修 ２・Ⅰ 講義 37 5 14 6

2 応用数学演習Ⅰ 1 必修 ２・Ⅰ 演習 38 6 14 5

3 基礎図形科学 2 選択 ２・Ⅰ 講義 34 0 4 14

4 地球科学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 38 10 10 7

5 弾性体の力学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 38 9 10 7

6 熱力学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 38 8 13 7

7 計測工学 2 必修 ２・Ⅰ 講義 38 9 8 8

8 建設材料 2 選択 ２・Ⅰ 講義 35 5 5 12

9 資源循環デザイン 1 必修 ２・Ⅰ 演習 38 11 7 8

10 生物工学概論 2 選択 ２・Ⅰ 講義 38 0 5 16

11 情報エレクトロニクス概論 2 選択 ２・Ⅰ 講義 33 0 6 12

12 流体力学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 36 8 9 9

13 土の力学Ⅱ 2 選択 ３・Ⅰ 講義 34 7 7 13

14 物理化学演習 1 必修 ３・Ⅰ 演習 38 10 9 7

15 建築都市学概論 2 選択 ３・Ⅰ 講義 35 3 5 14

16 資源循環システム実験II 1 必修 ３・Ⅰ 実験 38 13 9 6

17 粉体工学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 36 7 5 10

18 インターンシップ 1 選択 ３・Ⅰ 実習 8 9 6 8

19 岩盤工学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 37 8 8 10

20 環境化学 2 必修 ３・Ⅰ 講義 37 6 10 9

21 資源化学II 2 選択 ３・Ⅰ 講義 38 8 7 10

22 資源循環システムII 1 選択 ３・Ⅰ 演習 36 13 5 8

23 廃棄物処理工学 2 選択 ４・Ⅰ 講義 13 4 6 13

24 気象学 2 選択 ４・Ⅰ 講義 10 4 2 10

25 機械工学概論 2 選択 ４・Ⅰ 講義 16 3 4 10

26 コンストラクションマネジメント 2 選択 ４・Ⅰ 講義 28 4 8 11

27 現代物理学概論 2 選択 ４・Ⅰ 講義 20 4 5 10

28 材料工学概論 2 選択 ４・Ⅰ 講義 23 4 5 9

29 構造力学Ⅰ 2 必修 ２・Ⅱ 講義 36 6 7 9

30 応用地質学 2 必修 ２・Ⅱ 講義 38 10 9 10

31 熱力学演習 1 必修 ２・Ⅱ 演習 38 8 10 8

32 資源循環システム実験Ⅰ 1 必修 ２・Ⅱ 実験 38 14 8 7

33 資源循環システムⅠ 2 必修 ２・Ⅱ 講義 38 10 8 7

34 資源化学Ⅰ 2 必修 ２・Ⅱ 講義 37 8 6 9

35 エネルギー工学概論 2 選択 ２・Ⅱ 講義 33 5 8 10

36 応用数学Ⅱ 2 選択 ２・Ⅱ 講義 35 6 10 9

37 物理化学 2 必修 ２・Ⅱ 講義 38 10 12 8

38 土の力学Ⅰ 2 選択 ２・Ⅱ 講義 35 5 5 10

39 コンピューティング演習 1 必修 ３・Ⅱ 演習 36 15 12 6

40 流体力学演習 1 必修 ３・Ⅱ 演習 36 5 8 9

41 地殻システム工学 2 必修 ３・Ⅱ 講義 35 8 5 7

42 微生物工学 2 選択 ３・Ⅱ 講義 36 4 4 10

43 地下水工学 2 必修 ３・Ⅱ 講義 36 5 8 9

44 火薬及び爆破工学 2 選択 ３・Ⅱ 講義 31 3 4 13

45 資源循環システム実験Ⅲ 1 必修 ３・Ⅱ 実験 36 11 7 7

46 技術英語 1 必修 ３・Ⅱ 演習 35 17 9 6

47 環境物理 2 選択 ３・Ⅱ 講義 33 3 4 10

48 数値計算法 2 必修 ３・Ⅱ 講義 35 10 7 7

49 環境工学概論 2 選択 ４・Ⅱ 講義 23 4 4 9

50 生体工学概論 2 選択 ４・Ⅱ 講義 11 3 4 11

51 職業指導 4 ４・Ⅱ 3 6 6 7

52 現代化学概論 2 選択 ４・Ⅱ 講義 6 3 5 8

53 卒業論文 8 必修 ４・Ⅱ 33 17 11 4

54 水環境保全工学 2 選択 ４・Ⅱ 講義 5 6 5 7

55 大気保全工学 2 選択 ４・Ⅱ 講義 4 7 2 8

回答数
科目番号・科目名 単位

必修･
選択

学期
講義･演習･
実験の別
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